
１月１９日（火）　　　　 
クラシノソコアゲ応援団！2016RENGOキャンペーン（JR駅前）
２月４日（木）～５日（金）　
第36回部落解放・人権徳島地方研究集会（あわぎんホール・他各会場）
２月４日（木）～６日（土）
なんでも労働相談ダイヤル（連合徳島会議室）
２月５日（金）
2016春季生活闘争開始宣言徳島集会（労働福祉会館別館５階ホール）
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当面の日程

連合徳島森本会長と握手を交わす
「大西聡」氏

広く国民の皆さんに浸透するよう、
アピールする弁士ら

構成組織組合旗パネルを背に、主催者代表挨拶をする森本会長
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日本労働組合総連合会
 徳島県連合会　会 長  森本  佳広

日本労働組合総連合会
会  長  神 津  里季生

「働くことを軸とする
   安心社会」実現を

「世界で一番
   働きやすい国」へ推進

　新年明けましておめでとうございます。旧年中は、連合徳島の運動に対しましてご支
援・ご協力を賜り心より感謝を申し上げます。
　昨年は、戦後７０年の節目の年であり、全国各地で平和を考える行事がおこなわれまし
た。連合徳島においても７月４日の徳島大空襲を語り継ぐ記念行事を行いましたが、時を
同じくして、一昨年末の大義なき総選挙において圧倒的な勝利を収めた安倍政権は、強
引な国会運営を行い、国の安全保障に関する憲法解釈を多くの憲法学者や法律家が違
憲または違憲の疑いが極めて強いと指摘する状況の中で、国民に対する十分な説明をせ
ず、かつ国民からの十分な理解得ることなく大きく変更し、関連する法律を成立させてし
まったことは、戦後日本の歴史の大きな転換点となった年と言えます。
　また、私たち連合が強い危機感を持ち、反対運動を展開してきました労働者保護ルー
ルの改悪問題のうち、労働者派遣法の改正案が、戦後最長の会期延長となったこの通常
国会で強引に成立させられました。
　今後もさらなる労働者保護ルールの改悪が待ち構えています。私たちは昨年の悔しさ
を忘れず、「世界で一番働きやすい国」をめざした２０１６春季生活闘争の展開と参議院
選挙における推薦候補全員の当選をめざした闘いを推進して参ります。どうか本年も皆様
のより一層のご支援・ご協力をお願いいたします。

　新年を迎え謹んでご挨拶を申し上げますとともに、日頃からの連合運動に対するご指
導・ご支援に心より御礼申し上げます。
　現政権は、立憲主義や民主主義の基本に対し極めて傲慢な姿勢をとり続け、労働者
保護ルールの改悪をはじめ、働く者を経済成長の手段としか見ない政策を進めようとし
ています。こうした政治に対する社会的な対抗軸を組織内外に広く訴え、「上から目線」
の政治からの転換と「底上げ・底支え」「格差是正」を実現しなければなりません。新
たに開始した「クラシノソコアゲ応援団！ 2016ＲＥＮＧＯキャンペーン」を通じて、春季
生活闘争、組織拡大、政策・制度実現の活動、そして与党一強状態を打破するための政
治の取り組みを連動させることが極めて重要です。
　その上で、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けた連合運動への理解と共感
の輪を広げるべく、それぞれの立場で強く発信・行動していきましょう。
　本年も、皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念申し上げます。
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、
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、
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予
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か
ら
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閉
会
あ
い
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つ
で
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岡
連

合
徳
島
副
会
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は
、
課
題
山
積

の
中
で
も
新
し
い
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望

す
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と
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に
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議
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議
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っ
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代
表
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野
県
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民
主
党
徳
島

県
連
仁
木
代
表
・
官
公
労
部
会

國
見
幹
事
・
民
間
大
手
部
会
鎌

谷
事
務
局
長
か
ら「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
が

表
明
さ
れ
た
。
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